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悪 寞公 害 の 微生 物的防 除 （第 7 報 ）

一 　Rhodococcus 　sp ．　 B．261菌 株の 無 細 胞画 分 に よ る硫化水 素の 除 査 一

（広 島 大 ・生 物 生 産 ＞　 O 中西浩 一、太 田 欽 幸

　 1）目 的 　 　演者 ら は、家畜 排せ っ 物な ど の 環境 汚染物 質 を極め て 短 時間 で 無奧化 処 理 す

る、一群 の 無 臭化微生物 を 見 い 毘 し た 。 こ の 無 臭化微 生 物の
一

菌 株で あ る Rhodococcus
sp 。　 B．£ 61菌株 は、 気相 中の 硫化 水 素お よ び BMSを無 臭性硫 黄化 合物 に酸 化す る こ と を報

告 し た D 。今 回 は 、本 菌株 の 硫化 水 素除去 機構 を 解 明す る こ とを 圏 的 と した 。

　2）方 法 　　Rhodoco 聾 sp ．　 B．261菌 株 を 培 養 し、そ の 培 養 液、培 養液 の 上 清 、洗 浄 菌

体、無細 胞 抽出液 、 お よ び 無 細胞 抽出液 の 上清 の 各画分 10mlを 30ml容 三 角 フ ラ ス コ に 入 れ

た後 、 1700ppm の 濃 度 に な る よ う に硫化 水素 ガ ス を 注入 した 。 3e℃ で フ ラ ス コ を振 と う し

て 反 応 させ 、フ ラ ス コ 内 に残 存も て い る 硫化水 素を ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ を用 い て 澗定 し た 。

さ らに 、無 細胞 抽出 液 の 上清 に含 まれ る、硫化 水素 除宏 活牲 を も っ タ ン パ ク質を、硫 安分

画、ゲル ろ 過、イ オ ン交 換 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ り部 分精 製を 行 っ た 。

　3）結果 　 　各 画 分 に お け る 硫 化 水 素 除 去 活 性 を検 討 し た結 衆 、反 応 開 始 か ら 4 時 間 で 、

培養液 に は 、 注入 し た 硫化水 素の e．7％、培 養 液 の 上 清 に は 35X、無 細 胞 抽出 液の 上 清 に は

100％の 除去 活性が あ っ た 。 こ の こ と か ら、 こ の 菌株 は、細胞 内 と細 胞外 に硫化 水素除 去 物

質を 産生 し て い る こ とが 判明 した 。次 に、無細 胞抽 出液 の 上 清を 用 い て 、熱安 定性、 pll麌

定性 を検討 し た結 果 と、タ ン パ ク 量が 増 加す れ ば硫 化水 素除 去 活 性が 高 くな る と い う結果

な ど か ら、硫化 水 素 除去物 質 は タ ン パ ク質で あ る と考 え た 。 そ こ で、無細胞抽 出液 の 上 清

を用 い て k そ の タ ン パ ク質 の 部分 精製 を行 っ た結 果 、そ の 比 活 性 は約 20倍 に上 昇 した 。
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531 悪 臭物 質の 微生物 に よ る無 臭化 に 関す る 研 究 （第 36 報 ）
一 豚 尿の 無臭化 お よび液肥化 に っ い て

一

（広島 大 ・生物 生 産 ）　 O 百 田 隆祥、 太 田 欽 幸

　 1）目的 　　演者 ら は荊 回 、 当研 究室 で 分離 され た無奥 化細菌 を用 い る こ と に よ り、豚飼

育 に お け る 悪臭 公害 の 要因の 一
つ とな っ て い る豚尿 を短 時閻 に無 臭 化す る こ とを 見 い 出 し、

そ の 無臭 化 条件 を明 らか に し た 。 今 回は、 さ らに無 臭化 され た豚尿 を 液肥 と して 利用 す る

観 点か ら、作物 に対 す る 発芽 阻 害物 質を 資 化 し、除去す る無臭 化細菌 を再 ス ク リー・　＝ ン グ

し、液肥 化、な らび に分 解 機 構の 検討を 行 っ た 。

　2）方法お よび 結果 　　豚尿 中 に は p一ク レ ゾ ール を は じめ と して 種 々 の フ ェ ノ ール 化 合 物

が 含 有 さ れ る こ とが ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーの 測 定 結果 よ り明 ら か に な っ た が 、 こ の フ ェ

ノ ール 化合物が 植物 の 発 芽 に 対 し て 阻 害的 に 働 くと考 え、豚ふ ん よ り分離 された無臭化細

菌群 137 株 よ り、 フ ェ ノ ール 、 g一ク レ ゾール 、安 息香 酸 をそ れ ぞ れ 唯 一の 炭素源と して

含む 培地 で 培養 す る こ と に よ り、 こ れ ら の 難 解性物 質 を分 解 で きる菌 株 を分離 し た 。 フ ェ

ノ ール 化 合物 を 含 ん だ 人 工 液 体培地 に、前 回 の 培 養 呻生 育の 良好 な 菌 株を接 種 し、振 と う

培養 後 、集 菌 、洗浄 し 、 酸 素電 極 を用 い た 基質取 り込み 活性 を測定 す る こ と に より 、 よ り

活性の 高 い 菌 株 を選 択 し た
。

こ の よ う に し て 選択 し た 5 株 にっ い て豚 尿の 処理 を行 い 、 最

も無 奥化 と液 肥化 に 要す る 時 間が 短 い も の を選択 し た 。 さ ら に フ ェ ノ
ール 化 合物 代謝 酵素

の 活 性を常 法 に よ っ て 測 定 し た 。 そ の 結果、選釈菌 株で 豚尿 を処 理 す る と 、 短時間に 無 臭

化 され、さ らに 発芽 随 害 物質が 除去 され る こ とが小 松菜の 発芽試 験 を行 うこ とに よ り明 ら

か に な っ た 。 現 在は 、実 際的 な 利 用 に向 け て、遡続 処理 シ ス テ ム の 開 発 を検討 し て い る 。
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